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1 はじめに 

これらの冷凍圧縮機は、最新の米国および欧州の安全規格に
基づいて設計・製造されており、EU機械指令 2006/42/EC
に準拠した機器への組み込みを目的としています。これらの機
器は、組立／取扱説明書に従って取り付けられ、設置全体が
適用される法規定に準拠している場合にのみ、運転を開始す
ることができます。適用される規格は、www.bitzer.jp の「ac-
001-*.pdf」を参照してください。 

電子部品は、EU低電圧指令 2014/35/E に準拠していま
す。さらに、加圧部品は、EU圧力機器指令 2014/68/EU に
準拠しています。 

圧縮機は、最先端の方法で現在の規制に遵守し構築されて
おり、ユーザの安全性は特に重要視しています。 

取扱説明書は、本製品の総耐用年数の間、冷凍システムの
近くで確認できるよう大切に保管してください。 
 
 
2 安全性 

2.1 有資格者や認定スタッフ 

製品や、製品が設置されている、あるいは設置予定のシステム
に対して行われるすべての作業は、必要な訓練と指示を受けた
有資格者や認定スタッフが行ってください。有資格者の資格や
専門知識は、現地の規制やガイドラインに対応している必要が
あります。 
 
2.2 残留リスク 

圧縮機には、やむを得ない残留リスクが存在する場合がありま
す。したがって、作業者は取扱説明書などを十分確認するよう
にしてください。 
次のルールと規制は必ず確認してください。 
 

• 関連する安全規制と規格（EN 378-2、EN 60204、
EN 60335など） 

• 一般的な安全規則 
• EU指令 
• UL、NEC およびその他の安全基準 
• 国内規制 

2.3 安全上のご注意 

「安全上のご注意」は危険を防止するため、必ずお守りいただく
ことを説明しています。 
 

 

注意 
機器または装置に損傷が発生するおそれがあり、それ
を防止するための指示です。 

 

  
 

警戒 
軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがあ
り、それを防止するための指示です。 

 

 
警告 
死亡や重傷を負うおそれがあり、それを防止するため
の指示です。 

 

  
 

危険 
死亡または重傷を負うことがあり、かつその切迫の度
合いが高く、それを防止するための指示です。 

 
2.3.1 一般的な安全上のご注意 

配送条件 
 

  

 

警戒 
圧縮機は保持した圧力下にあります︓過圧 0.2～
0.5 bar の窒素 
皮膚や目を傷つけるリスクがあります。 
圧縮機を減圧してください︕ 
安全ゴーグルを着用してください︕ 

 
運転開始後の圧縮機の作業について 
 

  

 

警告 
圧縮機に圧力がかかっています︕ 
重傷を負う可能性があります。 
圧縮機を減圧してください︕ 
安全ゴーグルを着用してください︕ 

 



 

 

ESB-130-9 JP 5 

  

 

警戒 
60℃以上または 0℃以下の表面温度 
火傷または凍傷のリスクがあります。 
立ち入り禁止エリアに目印を付けてください。 
圧縮機で作業を行う前︓電源を切り、冷却またはウ
ォームアップしてください。 

 

 

注意 
圧縮機が故障する危険性があります︕ 
圧縮機は意図した回転方向でのみ運転させてください。 

 
 
3 用途範囲 

使用可能な冷媒 A1冷媒（R410A） 
A2L冷媒 
(R452B、R454B、R32) 

充填オイル BITZER BVC32  
(BITZER BSE55) 

運転範囲 圧縮機カタログ ESP-130、
BITZER SOFTWARE を参
照してください。 
上記以外の冷媒を使用する
場合は、BITZER にご相談く
ださい。 

 

 
警告 
死亡や重傷を負うおそれがあり、それを防止するため
の指示です。 

真空域での運転中に外気が入り込む危険性について 
 

 

注意 
化学反応を起こす可能性があり、凝縮圧や吐出しガ
ス温度の上昇にもつながります。 
外気の侵入を防いでください︕ 

 

 
警告 
冷媒の爆発限界が大幅に変化する可能性がありま
す。 
外気の侵入を防いでください︕ 

 
3.1 銘板 

銘板は各圧縮機のハウジングに取り付けられており、シリアル番
号、LRA と最大運転電流、オイルの種類、充填量などの関連情
報が記載されています。さらに、関連する認証マークと BITZER 
QR コードが含まれており、これらを使って、その圧縮機が正規の
BITZER圧縮機であることを確認することができます。 
 

 
3.2 最大許容圧力 

ORBIT 6 A1冷媒 A2L冷媒 

低圧側︓ 33.3 bar / 480 psig 34.2 bar / 496 psig 

高圧側︓ 45.0 bar / 650 psig 45.0 bar / 650 psig 
 

ORBIT 8 A1冷媒 A2L冷媒 

低圧側︓ 31.0 bar / 450 psig 34.2 bar / 496 psig 

高圧側︓ 45.0 bar / 650 psig 45.0 bar / 650 psig 
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3.3 安全グループ A2Lの可燃性冷媒の使用 
 

 
この章では、安全グループ A2L の冷媒を使用する際に圧縮機
が引き起こす残留リスクについて説明します。 
この情報は、システムメーカが必要なリスク評価を実施するのに
役立ちます。ただし、この情報だけではシステムのリスク評価の
代わりにはなりません。 

安全グループ A2Lの可燃性冷媒を使用する冷凍システムの設
計、メンテナンス、運用には、特定の安全規制が適用されます。 

取扱説明書に従って設置し、異常のない正常の運転状態で
あれば、圧縮機には、安全グループ A2L の可燃性冷媒を発
火させる可能性のある着火源はなく、技術的に気密であるとさ
れています。圧縮機は、防爆エリアでの運転用には設計されて
いません。また、UL規格に準拠した用途や、EN/IEC 60335
規格に準拠したユニットでの可燃性冷媒の使用については、試
験されていません。 
 

 
圧縮機の端子箱での冷媒の燃焼は、いくつかの非常にまれな
エラーが同時に発生した場合にのみ発生し、この事象が発生す
る可能性は非常に低いです。フッ素系冷媒が燃焼すると、致
死量の有毒ガスが発生します。 
 

  

 

危険 
排気ガスや燃焼残留物は生命にかかわります︕ 
機械室の換気を 2時間以上行ってください。 
燃焼生成物を絶対に吸い込まないでください。 
適切な耐酸性の手袋を使用してください。 

 
圧縮機の端子箱内で冷媒の燃焼の疑いがある場合︓ 

設置場所には立ち入らず、2時間以上換気をしてください。燃
焼ガスが完全に抜けるまで、設置場所に入らないでください。燃
焼生成物を絶対に吸い込まないでください。毒性や腐食性の
ある排気は、大気中に放出しなければなりません。適切な耐酸
性の手袋を使用する必要があります。湿った残留物には、触れ
ずに乾燥させてください。溶解した有害物質が含まれている可
能性があります。訓練を受けたスタッフに当該部品を洗浄しても
らうか、部品が腐食している場合は適切に廃棄してください。 
 
3.3.1 圧縮機と冷凍システムの要件 

これらの仕様は、規格（EN 378など）に定められています。
高い要件と製造物責任を考慮すると、一般的には通知機関と
協力してリスク評価を実施することをお勧めします。設計や冷
媒の充填量によっては、EU指令 2014/34/EU（ATEX 
114）および 1999/92/EC（ATEX 137）に基づく評価が必
要な場合があります。 
 

  

 

危険 
冷媒が漏れた場合や発火源がある場合は、火災の
危険があります︕ 
機械室内や危険区域では、火気や着火源を避けてく
ださい。 

 
► 使用する冷媒の空気中での発火源に注意して、

EN378-1 も参照してください。 

► EN378 に基づいて機械室を換気するか、排気装置を設
置してください。 

► 漏れがあった場合︓漏れた冷媒は空気よりも重く、下に
向かって流れます。空気との発火性混合物を形成した
り、蓄積しないようにしてください。排水溝や通気口や排
水口の近くに設置しないでください。 

► 圧縮機は、防爆エリアでの運転用には設計されていませ
ん。換気しても発火性の雰囲気を回避できない場合は、
圧縮機を安全にシャットダウンしてください。LFL/LEL の
20％で反応するガス警報システムにより、安全なシャット
ダウンを行うことができます。 

► 配管が損傷しないようにしてください。 

► 冷媒が漏れる可能性のあるコンポーネント（高圧・低圧リ
ミッタや低圧・高圧カットアウトなど）は、動力制御盤の外
に設置してください。 

 
 

情報 
本章における安全グループ A2L の冷媒の使用に関す
る情報は、欧州の規制や指令を参照しています。EU
以外の地域では、地域の規制を遵守してください。 

  

 

情報 
可燃性冷媒を使用する場合︓ 
警告標識「警告︓可燃性物質」（ISO7010 に準拠
したW021）がはっきり見えるよう圧縮機に貼り付けて
ください。この警告標識を示すラベルは、取扱説明書
に同封されています。 
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► A2L冷媒に適したツールや機器のみを使用してください。
A-541(HTML)も参照してください。 

 
以下の安全規制および適合要件に準拠している場合、標準の
圧縮機は安全グループ A2Lの指定された冷媒で運転できます。 
 

• 設置場所や設置エリアに応じた最大冷媒充填量を守っ
てください︕EN 378-1 および現地の規制を参照してくだ
さい。 

• 真空域では動作しません︕不十分な圧力や過剰な圧
力から保護するための安全装置を設置し、安全規則
（EN 378-2 など）の要件に基づいて設計されていること
を確認してください。 

• メンテナンス作業中や作業後も、システムへの外気の侵
入を防いでください。 

 
3.3.2 一般的な運転要件 

システムの運用や個人の保護については、通常、製品の安全
性、運転動作の信頼性、事故防止に関する国の規制の対象
となります。そのため、システムメーカとエンドユーザの間で別途
契約を結ぶ必要があります。システムの設置と運用に必要なリ
スク評価の実施は、その責任機関が行うことをおすすめします。 

管を開くには、パイプカッタのみを使用し、直火は使用しないでく
ださい。 

安全グループ A2L の可燃性冷媒を使用する場合、電気機器
の追加、変更、および修理は限られた範囲でのみ可能であり、
お客様によるリスク評価を受ける必要があります。 
 
 
4 取り付け 

4.1 圧縮機の輸送 

圧縮機をパレットにねじ留めして輸送するか、アイボルトを使用
して吊り上げます。 
 

  

 

危険 
吊り荷に注意してください︕ 
機器の下に入らないでください︕ 
 

 

 
図 1︓ORBIT 6 の吊り上げ 

 

 
図 2︓ORBIT 8 の吊り上げ 
 

4.2 圧縮機の設置 

4.2.1 設置場所 

圧縮機を垂直に設置します。 
最大許容傾斜︓3° 
船舶用途の場合は、BITZER にお問い合わせください。 
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屋外に設置する場合は、圧縮機を腐食（海水または腐食性
の高い環境よって引き起こされる）や低い外気温から保護する
ための適切な対策を講じてください。吊り上げ金具や管の接続
個所は、表面の錆を最小限に抑えるため、作業や設置後にタ
ッチアップペイントや適切な防錆剤でコーティングする必要があり
ます。BITZER にご相談ください。 
 
4.2.2 振動ダンパ 

騒音や振動が周囲に伝わらないようにするため、すべての圧縮
機にダンパを取り付けることをお勧めします。 

複合圧縮機の場合、圧縮機は固定レールにしっかりと取り付け
られている必要があります（振動ダンパなし）。固定レールの
下に振動ダンパを取り付けてください。 

締め付け 
ORBIT 6 + ORBIT 8 

タイプ I（シングル圧縮機）︓ 
最大接合部予圧︓21.351Nm (4800lbs) 
タイプ II（タンデム、トリオ圧縮機）︓ 
最大接合部予圧︓21.351Nm (4800lbs) 
 

 

注意 
圧縮機を熱交換器にしっかりと取り付けないでください︕ 
熱交換器が損傷（疲労損傷）の危険性があります。 

 

 
図 3︓振動ダンパ 
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タイプ I 

圧縮機 キット番号 

ORBIT 6 37002403 
ORBIT 8 37002401 

 
タイプ II 

圧縮機 キット番号 

ORBIT 6 タンデム 37002404 

ORBIT 6 トリオ 37002405 

ORBIT 6＋ORBIT 8 タンデム 37002402（2台） 

ORBIT 8 タンデム／トリオ 37002402 
（2台／3台） 

 
特定の用途には、異なるデュロメータスケールのタイプ I の振動
ダンパを代替することができます。キット番号と在庫については、
BITZER にお問い合わせください。 

4.3 配管接続 
 

 
警告 
圧縮機には圧力保持により過剰な圧力がかかります。 
皮膚や目を傷つけるリスクがあります。 
作業時は安全ゴーグルを着用してください。 
過剰な圧力が解放される前に接続を外さないでくださ
い。接続部のゴム製プラグを引き抜くと、圧縮機の圧
力が開放されます。 

 

 

注意 
空気の侵入によって化学反応を起こす可能性があり
ます︕ 
圧縮機内に長時間外気が入り込まないようにしてくだ
さい︕ 

 
4.3.1 配管接続 
 

 

注意 
ろう付けされた接続部を過熱しないでください︕ 
最高ろう付け温度は 700℃です︕ 

 
圧力管と吸込み管の接続部は、銅メッキまたは亜鉛メッキが施
されています。異種金属を接続するためのろう材は、BAg シリ
ーズ（銀の含有量が 35％以上）を使用してください。 
 
ORBIT 6 

• 直接ろう付けされた継手 
• インチ管、メトリック管の接続が可能 
• 吸込み管と吐出し管にろう付けするためのロタロックアダプ
タが利用可能 

ORBIT 8（バージョン B） 
• 直接ろう付けされた継手 
• インチ管のみの接続が可能 

ORBIT 8（バージョン R） 
• ロタロックパイプアダプタやストップ弁を接続するためのスクリ
ューネック 

• パイプアダプタへの接続は、インチ管でのみ可能 
• ロタロック接続の締め付けトルク︓ 

⁃ 圧力管︓180～190Nm 
⁃ 吸込み管︓150～160Nm 
⁃ 油均等管︓150～160Nm 
⁃ サイトグラス GSD6︓55～60Nm、 

GSD8︓120～135Nm 
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注意 
サイトグラスの損傷の危険性があります。 
サイトグラスの締め付けには六角レンチのみを使用して
ください（スパナは使用しないでください）︕ 

 
タンデム 
腐食防止効果を高めるために、油均等管（位置 5）用のソ
ケットをコーティングすることをお勧めします。 
 

配管 
以下の配管とシステム構成部品のみを使用してください。 

• 内側が洗浄・乾燥されている（スラグ、削りくず、さび、リン
酸塩のコーティングがない） 

• 密閉状態であること 
 
配管の設計は以下のように行います。 
 

• 停止中、オイルや液体冷媒の浸入から圧縮機を保護する 
• 蒸発器への十分な液インジェクションを保証する 
• より高い圧力損失を回避する 
• システムの一部に過剰な量のオイルが蓄積しないようにする 
• 最小負荷での油もどりを保証する 
• オイルの損失から圧縮機を恒久的に保護する 
• 液体冷媒やオイルハンマが侵入しないように、圧縮機を恒
久的に保護する 

• システム全体をクリーンでドライな状態を維持する 
 
吸込みガス管と吐出しガス管の取り付け 

• 吸込み管と吐出し管はストレスなく接続する必要があり
ます。 

• 吐出し管は下向きにしてください。 
 

 

注意 
配管が長いシステムや保護ガスを使用しないろう付け
作業の場合︓ 
吸込み側清掃フィルタ（メッシュサイズ<25μm）を取
り付けてください。 

 

 

注意 
圧縮機が破損する危険性があります︕ 
高度な脱水を確保し、回路の化学的安定性を維持
するには、十分なサイズのフィルタドライヤを使用する必
要があります。 
適切な品質（特別に調整された細孔径のモレキュラ
シーブ）を選択してください。 
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4.4 接続 

 
図 4︓ORBIT 6－SI単位 
 

 
図 5︓ORBIT 6－IP単位 
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図 6︓ORBIT 8－SI単位 

 

 
図 7︓ORBIT 8－IP単位 
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 A B 

 mm inch mm inch 

G.60120VAB～
G.60182VAB 

557 21.91 520 20.47 

G.60235VAB 564 22.19 526 20.71 
 
接続位置 

4 サイトグラス 

5 オイルサービス接続（シュレーダ）／油均等化システ
ム用接続（並列運転） 

7 振動ダンパの取付位置 

8 タンデム、トリオ固定レールの取付位置 

10 エコノマイザ接続（ORBIT FIT のみ） 
ORBIT 6︓7/16 - 20 UNF、1/4（3/8 外径） 
ORBIT 8︓9/16 - 18 UNF、3/8（1/2 外径） 

SL 吸込みガス管 
ORBIT 6︓1 3/8 
ORBIT 8︓1 5/8 

DL 吐出しガス管 
ORBIT 6︓7/8 
ORBIT 8︓1 3/8 

 
 
5 電気接続 

5.1 一般情報 

EU機械指令 2006/42/EC附属書 I によると、圧縮機とその
電子付属品は、EU低電圧指令 2014/35/EU の保護目的
の対象となります。 
電気システムの作業を行う場合︓EN 60204-1、IEC 60364
シリーズの安全規格および国内の安全規制を遵守する必要が
あります。 
 

 

注意 
端子箱内の結露による短絡の危険があります︕ 
ケーブルブッシュは保護等級 IP54 に適合したものを
使用し、取り付けの際には適切なシーリングに注意し
てください。 
入力ケーブルにドリップループを形成してください。 

 

 

注意 
モータが破損する危険性があります︕ 
不適切な電気接続や、誤った電圧や周波数での圧
縮機の運転は、モータの過負荷につながる可能性が
あります。 
銘板に記載されている仕様を守ってください。 
正しく接続し、接続部がしっかりとはまっているか確認
してください。 

 
推奨締め付けトルク︓ 
ORBIT 6 

• 端子︓2.4～2.8Nm (M5) 
• 接地︓4.5～5.1Nm (M8) 

ORBIT 8 
• 端子 L1、L2、L3︓4.5～5.1 Nm (M6) 
• 接地︓4.5～5.1 Nm (M8) 

 
5.2 主電源の接続 

モータ接触器、給電線、ヒューズのサイズを決める際︓ 
 

• モータの最大動作電流または最大消費電力を基準にし
てください。 

• 使用カテゴリ AC-3級に従って接点を選択してください。 
 
銘板に記載されている電圧と周波数の仕様を、主電源のデータ
と比較してください。値が一致している場合のみ、モータを接続す
ることができます。配線図に従って端子を配線してください。 
 

 

注意 
圧縮機が故障する危険性があります︕ 
圧縮機は意図した回転方向でのみ運転させてください。 

 
5.3 高電圧試験 

この圧縮機は、すでに工場で EN 60034-1 または UL 984
（および UL 60335-2-34第 4版）（UL モデルの場合）に
準拠した高電圧試験が実施されています。 
 
  



 

 

14 ESB-130-9 JP 

 

注意 
絶縁体の欠陥やモータの故障の危険性があります︕ 
同じ方法で高電圧試験を繰り返さないでください︕ 

 
ただし、電圧を下げて試験することはできます（例︓1000V）。
試験を実施する前に、すべての電子部品（モータ保護装置な
ど）をシステムから切り離してください。 
その理由は、オイルや冷媒が絶縁耐力に影響を与えることなどが
あります。 
 

  

 

警戒 
内部の火花やモータの損傷の危険があります︕ 
圧縮機のハウジングが真空状態のときに、高電圧試
験や絶縁試験を実施しないでください︕ 

 
5.3.1 ソフトスタータと周波数インバータの動作 

シングル ORBIT圧縮機は、一般的に、ソフトスタータと外付け
周波数インバータで運転します。ただし、始動時、ランプ率、ス
イッチング周波数には特に注意が必要です。 

ソフトスタータや周波数インバータを使用する場合は、BITZER
にご相談ください。 
 
5.4 ラインスタート永久磁石モータ（LSPM） 

型番に「U」の文字がついている圧縮機（例︓GSU80295VA
B）には、ラインスタート永久磁石モータ（LSPM）が搭載さ
れています。内蔵されている永久磁石からは無視できないほど
の磁界が発生しますが、圧縮機のハウジングによって遮蔽され
ています。 
 

 
図 8︓永久磁石モータを備えた圧縮機の警告、禁止標識 
 

圧縮機に取り付けられた安全標識 
 

  

 

警告 
強力な磁場に注意してください︕ 
磁性体や磁化する物体を圧縮機から遠ざけてくださ
い︕ 
心臓ペースメーカ、埋込型除細動器、または金属製
インプラントを装着している人︓少なくとも 30cm の間
隔を空けてください。 

 
LSPM モータを備えた圧縮機での作業 
圧縮機の作業は、上記に該当しない人のみが実施できます。
これらの取扱説明書に記載されていない保守作業は、
BITZER と相談の上、行ってください。 
 

 
警告 
誘導、電圧に注意してください︕ 
端子箱を開いたままモータを運転しないでください。 

 
モータのスイッチがオフでも、ロータが回転すると、端子ピンに電
圧が誘導されます。 
 
LSPM モータを備えた圧縮機での許可された作業 
端子箱の電気接続やねじ込み接続、オイル交換の他、サイト
グラスの点検と交換などの作業を実施できます。この作業に特
殊なツールは必要ありません。 
 
5.5 保護装置 

5.5.1 SE-B2、SE-B3 

圧縮機には、SE-B2 または SE-B3 の保護装置が標準で装
備されています（温度監視機能付き）。また、オプションで
SE-E1や SE-G1 に機能を追加して運転することもできます。 

SE-E1、SE-G1 の追加の監視機能︓ 
• 回転方向 
• 位相不良 

 
SE-G1は（SE-E1 の改良版）、位相不良の修正と回転方
向の監視機能を備えています。したがって、直入れ始動やソフ
トスタータでの運転に適しています。 
端子箱の配線図に従って保護装置を接続します。 
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注意 
不適切な接続や誤動作により、圧縮機保護装置や
モータが故障する可能性があります。 
保護装置の端子 B1～B2、圧縮機の対応する端
子、および 2本のセンサケーブルは、制御電圧または
動作電圧に接触しないようにしてください。 

 
5.5.2 吐出しガス温度センサ（オプション） 

運転範囲の限界に近い運転の場合は、吐出しガス温度センサ
を必ず使用してください。 

• ORBIT 6︓吐出しガス温度センサは、付属のクリップと絶
縁体を使って、吐出しガス管に取り付けてください。 
吐出しノズルからの距離︓127mm (5inch) 

• ORBIT 8︓HP接続からシュレーダバルブを取り外し、セ
ンサエレメントを取り付けます。HP接続のない ORBIT 8
圧縮機の場合、吐出しガス温度センサは、BITZER アク
セサリキットに含まれるクランプオンハウジングを使用して、
吐出しノズルに取り付ける必要があります。 

 
5.5.3 圧力スイッチ（HP + LP） 

圧力スイッチは、許容できない運転条件を避け、圧縮機の運
転範囲を確保するために必要です。接続位置は接続図を参
照してください。カットイン圧力とカットアウト圧力の値は、システ
ムの性能検証を実施する前に確認する必要があります。 
 
設定 
ORBIT 6 

• 低圧スイッチ︓最小 2.4bar 
• 高圧スイッチ︓最小 44bar 

ORBIT 8 
• 低圧スイッチ︓最小 2.4bar 
• 高圧スイッチ︓最小 42bar 

 
ヒートポンプなどの特殊な用途では、低圧が短時間で 2.4bar
を下回ることがあります。低圧による不必要なカットアウトを避け
るために、2 つ目の低圧値を設定することが可能です。 

ただし、この圧力設定は 1.0bar を下回ることはできません。ま
た、この範囲での運転は、圧縮機の初回始動時の最大 60秒
に制限されています。 
 
設定値は過剰圧の値です。 
 

5.5.4 オイルヒータ 

オイルヒータは、長時間停止した後でもオイルの潤滑性を確保
します。オイル中の冷媒希釈が進み、粘度が低下するのを防ぎ
ます。 
次のような場合、オイルヒータは圧縮機が停止している間に動
作させる必要があります。 
 

• 圧縮機を屋外に設置 
• 停止期間が長い 
• 冷媒充填量が多い 
• 圧縮機に冷媒が凝縮している可能性がある 

 
冷媒充填量が少ないシステムや用途によっては、オイルヒータが
不要な場合もあります。用途別のガイダンスについては
BITZER にご相談ください。 

すべての ORBIT圧縮機モデルでは、オイルヒータはサイトグラス
の下に取り付ける必要があります（図 9、図 10 を参照）。垂
直方向の溶接の継ぎ目（両側）で、ヒータがハウジングにしっ
かりと固定されていることを確認してください。慎重にねじを締
め、ヒータがハウジングの全長にわたって均等に固定され、接点
がしっかりと接触していることを確認します。 
 

 
図 9︓ORBIT 6 オイルヒータ 
 

 
図 10︓ORBIT 8 オイルヒータ 
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6 性能検証 

圧縮機は、工場出荷前に入念な乾燥、気密性のチェック、保
持充填（N2）が行われています。 
 

  

 

危険 
爆発の危険があります︕ 
酸素（O2）やその他の産業用ガスで、圧縮機を絶
対に加圧しないでください︕ 

 

 
警告 
破裂する危険があります︕ 
過剰な圧力がかかった場合、冷媒の爆発限界が急
激に変化する可能性があります。 
試験ガス（N2 または空気）に冷媒を加えないでくだ
さい。（例︓リークインジケータとして） 
漏れや脱気時、環境汚染が発生します︕ 

 

 

注意 
オイルが酸化する危険があります︕ 
できれば乾燥窒素（N2）を使って、システム全体の
耐圧と気密性を確認してください。 
乾燥した空気を使用する場合︓圧縮機を回路から外
します。ストップ弁が閉じていることを確認してください。 

 
6.1 圧力強度の確認 

EN378-2（または他の該当する同等の安全基準）に従って、
冷媒回路（アセンブリ）を確認します。 
圧縮機は、すでに工場で耐圧試験を受けています。そのため、
気密試験を実施してください。詳しくは、16 ページ「気密性チェ
ック」を参照してください。 
アセンブリ全体の耐圧試験を実施する場合︓ 
 

  
 

危険 
過度の圧力による破裂のリスクがあります︕ 
試験中に加えられる圧力は、最大許容値を超えては
いけません。 
試験圧︓最大許容圧力の 1.1倍（銘板参照）高
圧側と低圧側を区別してください︕ 

 

6.2 気密性チェック 

EN378-2（または他の該当する同等の安全基準）に従って、
全体または部分的に、冷媒回路（アセンブリ）の気密性試験
を行います。実施する際、出来れば乾燥窒素を使用して過圧
してください。 

試験圧と安全基準を守ってください。詳しくは 16 ページの「圧
力強度の確認」を参照してください。 
 
6.3 真空排気 

► ストップ弁と電磁弁を開きます。 

► 真空ポンプを使用して、圧縮機を含むシステム全体を吸
込み側と高圧側から排気します。 

► 真空ポンプを停止した状態で、1.5mbar未満の「静止真
空」を維持する必要があります。 

► 必要に応じて、この操作を数回繰り返します。 

 

 

注意 
モータと圧縮機の損傷のリスクがあります︕ 
真空中に圧縮機を始動しないでください︕ 
試験用であっても、電圧をかけないでください︕ 

 

  
 

危険 
過度の圧力による破裂のリスクがあります︕ 
試験中に加えられる圧力は、最大許容値を超えない
ようにしてください︕ 
試験圧︓最大許容圧力の 1.1倍（銘板参照）高
圧側と低圧側を区別してください︕ 

 
6.4 冷媒の充填 

許可された冷媒のみを使用してください。5 ページの「用途範
囲」を参照してください。 
 

• 冷媒を充填する前に︓ 
⁃ 圧縮機のスイッチを入れないでください︕ 
⁃ 圧縮機のオイルレベルを確認してください。 

• 液体冷媒は、凝縮器またはレシーバ（受液器）に直接
充填してください。また、満液式蒸発器を備えたシステム
では、蒸発器に直接充填してください。 

• 始動する前に、運転範囲内での動作が可能になるよう、
システムを事前に充填します。 
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• 充填中は、凝縮温度を低く保ちながら、短時間であれば
2.4bar（過圧）以下での運転が可能です。その際、低
圧リミッタの時間遅延は一度だけ動作させることができま
す。 

• 性能検証後、冷媒を追加する必要がある場合、圧縮機
が運転している間は、吸込み側、出来れば蒸発器の入
口で冷媒を充填してください。 

• システムごとに、制御された試験を実施して、最適な冷媒
充填量を決定し、ベストな運転状態を実現させ、液体冷
媒が圧縮機に逆流するのを防ぐ必要があります。 

• 気泡のない液体になるよう、混合物を充填シリンダから取
り出す必要があります。 

 

 

注意 
液体供給中、湿り運転のリスクがあります︕ 
正確な量を測定してください︕ 
吐出しガス温度を凝縮温度より少なくとも 30K以上
になるよう維持してください。 

 

 

注意 
冷媒が不足すると、吸込み圧が低くなり、過熱状態に
なります。 
運転範囲を守ってください。 

 

 
警告 
模造冷媒は破裂のリスクがあります︕ 
重傷を負う可能性があります︕ 
信頼できるメーカや販売業者から冷媒を購入してくだ
さい︕ 

 

  
 

危険 
液体供給中、油圧が過剰になり、構成部品と配管が
破裂するリスクがあります。 
重傷を負う可能性があります。 
いかなる状況下でも、システムに冷媒を過充填しない
でください︕ 

 

6.5 圧縮機始動前のチェック 

• オイルレベル（マークされたサイトグラスの範囲内） 
• 油温（周囲温度または吸込み側飽和温度より 10K以
上高い） 

• 安全・保護装置の設定と機能 
• タイムリレーの設定値 
• 高圧、低圧リミッタのカットアウト圧力の値 
• ケーブルラグがしっかりと固定され、正しい位置にあるかを
確認してください。 

• ストップ弁は開いているか、確認してください。 
 
スクロール圧縮機の性能は、慣らし運転期間中に向上します。
ORBIT スクロール圧縮機の性能試験を実施する際は、特別
な慣らし運転の条件に従う必要があります。詳細については、
BITZER SOFTWARE を参照してください。 
 

 

注意 
モータや圧縮機が故障する危険があります︕ 
冷媒が不足したり、圧縮機への液インジェクションに不
具合が生じた場合、スクロール圧縮機は吸込み側に
真空を発生させることがあります。 
低圧リミッタを適宜調整し、その機能を確認してから性
能検証を行ってください。 

 
圧縮機を交換する場合 
オイルはすでに回路内にあります。そのため、一部のオイルを排
出する必要があります。 
 

 

注意 
冷媒回路の油量が多い場合︓圧縮機の始動時、液
バックの危険があります︕ 
マークされたサイトグラスの範囲内でオイルレベルを維
持してください︕ 

 
6.5.1 OEM試験装置 

工場の試験装置の動作パラメータを確認して、初回始動時、
圧縮機が正常な範囲内で運転することを確認する必要があり
ます。蒸発器への流入条件が高すぎたり低すぎたりしないように
してください（例︓流入する空気や水の温度）。 
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6.6 圧縮機の始動 

6.6.1 回転方向の確認 
 

 

注意 
圧縮機が故障する危険性があります︕ 
圧縮機は意図した回転方向でのみ運転させてください。 

 
吸込みストップ弁なしでの回転方向試験︓ 

• 電磁弁（蒸発器）を閉じてください 
• 圧縮機を数秒だけ始動してください 
• 回転方向が正しい︓吸込み圧が低下します。 
• 回転方向が間違っている︓圧力が変わりません。SE-

E1 または SE-G1 が装着されている場合、圧縮機がオ
フになります。共通供給ラインの接続端子の極性を逆に
してください︕ 

 
6.6.2 潤滑／オイルレベル監視 

• 一時的に安定した運転を行った後、圧縮機のスイッチを
切り、オイルレベルを確認してください。 

• オイルレベルがサイトグラスの範囲内にある必要があります
（運転開始後 1時間以内に繰り返しオイルレベルを確
認してください）。 

 

 

注意 
液バックによる圧縮機の故障の危険があります︕ 
大量のオイルを追加する前に︓油もどりを確認してくだ
さい。 

 
新しいシステムを始動する際は、すでに循環しているオイル（受
液器やオイルトラップ内など）を補うために、追加のオイルを充
填する必要がある場合があります。 
オイルレベルの監視は、冷媒の質量流量が低いと圧縮機への
油もどりに影響を与える可能性のあるヒートポンプや、可変速ド
ライブを搭載した圧縮機では特に重要です。 
 
6.6.3 振動 

システム全体で、特に配管と毛細管に異常な振動がないか確
認してください。 
配管は、チューブの接合部に過度のストレスを与えることなく、
圧縮機が正常に始動と停止ができるよう十分な柔軟性を備え
ている必要があります。必要に応じて、追加で安全対策を講じ
てください。 
 

 

注意 
圧縮機とシステム構成部品の配管の破裂と漏れのリ
スクがあります︕ 
強い振動は避けてください︕ 

 
6.6.4 サイクル率 

圧縮機は 1時間に 8回以上始動しないでください。最短運転
時間を必ず守ってください︓ 
 
モータ出力 圧縮機の最短運転時間 

ORBIT 6 2分 

ORBIT 8 3分 

 

 

注意 
モータが故障する危険性があります︕ 
上記システムコントローラの制御ロジックは、どのような
場合でも規定の要件を満たす必要があります。 

 
6.6.5 運転データの確認 

• 蒸発温度 
• 吸込みガス温度 
• 凝縮温度 
• 吐出しガス温度 
• 油温 
• サイクル率 
• 電流 
• 電圧 
• オイルレベル 

 
データプロトコルを準備してください。 
 
6.6.6 圧縮機とシステムの安全な運用に関する特記

事項 

分析によると、圧縮機の故障は、ほとんどの場合、許容できな
い動作モードが原因です。これは、特に潤滑不足による損傷が
当てはまります。 
 

• 膨張弁の機能－メーカの注意事項を守ってください︕ 
 

⁃ 温度センサを吸込みガス管に正しく配置し、固定し
ます。 

⁃ 熱交換器（液体吸込み管）を使用する場合︓ 
センサは、熱交換器の後ではなく、蒸発器の後に通
常どおり配置します。 
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⁃ 可能であれば、センサを断熱して、周囲温度ではなく
吸込み管の温度を測定するようにしてください。 

⁃ 吸込みガス過熱度が十分に高くなるようにしてくださ
い。バルブの吸込みガス過熱度の設定が高すぎると、
吐出しガス温度が高くなるため、冷却能力が低下し、
油もどりが悪くなります。また、吸込みガス過熱度が低
すぎると、液バックや圧縮機のベアリング潤滑不良の
原因となります。 

⁃ 電子膨張装置を使用する場合は、圧縮機の過負荷
を避けるために、MOP（最大運転圧力）機能を使
用することをおすすめします。 

⁃ すべての運転／負荷条件（部分負荷、夏季・冬季
運転、VSD運転時の最低速度も含め）で安定した
運転モードを実現します。 

⁃ 気泡のない液体（膨張弁の入口） 
 

• 停止期間が長い場合、冷媒が移動（高圧側から低圧
側、または圧縮機へ移動）しないようにしてください。 

 
⁃ 電磁弁を液管に取り付けます。 
⁃ 圧力が運転範囲内であれば、オフサイクルの前（特
に、蒸発器が吸込み管や圧縮機よりも温かくなる可
能性がある場合）に自動ポンプダウンシステムが動作
します。 

⁃ 圧縮機始動時の液体のフラッドバック中の液バックを
防ぐため、十分な大きさの吸込みアキュムレータを設
置してください。 

⁃ 低圧限界を守ってください。 
⁃ 複数の冷媒回路を備えたシステムの自動シーケンス
変更 

⁃ オイルヒータは一般的に推奨されていますが、以下の
用途や条件で使用する必要があります︓ 
逆サイクルのあるシステム（例︓ホットガス除霜）、
屋外設置、圧縮機が他のシステム構成部品よりも低
温になる可能性のある場合。配管網が広範囲に広
がるセパレート型システム 

⁃ オイルヒータのスイッチは、圧縮機を始動する 12時間
以上前に入れてください。これにより、初めて圧縮機を
始動する際のオイルの希釈やベアリングの負荷を防ぐ
ことができます。オイルヒータは、オフサイクル中でも通
電する必要があります。 

• 逆サイクルの場合 
⁃ まず圧縮機をオフにします。 
⁃ 30秒待ちます。 
⁃ 圧縮機を始動します。 

 
 
7 運転 

7.1 定期点検 

国の規制に従ってシステムを定期検査してください。 
 

• 圧縮機のハウジングに汚れや腐食の痕跡がないこと。 
• 運転データについては、18 ページ「運転データの確認」を
参照してください。 

• オイル供給については、18 ページ「潤滑／オイルレベル監
視」を参照してください。 

• 安全装置、保護装置、および圧縮機の監視のためのす
べてのコンポーネントは、14 ページ「保護装置」、18 ペー
ジ「圧縮機の始動」を参照してください。 

• 電気ケーブル接続とねじ込みジョイントが密閉状態である
こと 

• 冷媒充填量 
• 気密性 
• データプロトコルの準備 

 
 
8 保守 

8.1 オイル交換 

BITZER が使用しているオイル（5 ページ「用途範囲」を参
照）は、安定性が高いのが特徴です。吸込み側の精密濾過
フィルタを適切に装着・使用すれば、通常、オイル交換は必要
ありません。 

圧縮機やモータが損傷した場合は、酸性試験を実施することを
おすすめします。必要に応じて、以下の洗浄対策を実施してく
ださい。酸を保持する吸込み管ガスフィルタを装着し、オイルを
交換します。必要に応じて、数時間の運転後にフィルタとオイル
を再度交換してください。 

ORBITシリーズの圧縮機は、これまで POE（ポリオールエステル
油）充填の圧縮機で運用されていたシステムの代替圧縮機とし
て使用することができます。適切な圧縮機と寸法を選択すれば、
システム内の残留オイル量は最大 10％まで許容されます。 
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警告 
圧縮機に圧力がかかっています︕ 
重傷を負う可能性があります。 
圧縮機を減圧してください︕ 
安全ゴーグルを着用してください︕ 

 

 

注意 
BVC（ポリビニルエーテル）オイルの劣化により圧縮
機が損傷する可能性があります。 
水分はオイルと化学的に結合しており、排出しても取
り除くことはできません。 
十分に注意して実施してください︓ 
どのような場合でも、システムやオイルのドラム缶の中に
空気が入り込まないようにしてください。 
開封していないオイルのドラム缶のみを使用してくだ
さい︕ 

 
現地の規制に従って、廃油は適切に処分してください︕ 
 
 

9 廃止措置 

9.1 停止 

オイルヒータ（利用可能な場合）のスイッチは、分解するまで
入れたままにしておきます。 
こうすることで、オイル中の冷媒濃度の上昇を防ぐことができます。 
 

  

 

警告 
蒸発した冷媒による火災の危険性があります。 
圧縮機のストップ弁を閉め、冷媒を抽出してください。
オイル容器は閉じたままにしてください。 

 
停止した圧縮機や使用済みオイルには、まだ大量の冷媒が溶
解している可能性があります。冷媒によっては、可燃性のリスク
が高くなります。 
 
9.2 圧縮機の分解 
 

  

 

警告 
圧縮機に圧力がかかっています︕ 
重傷を負う可能性があります。 
圧縮機を減圧してください︕ 
安全ゴーグルを着用してください︕ 

 
圧縮機のストップ弁を閉じてください。冷媒の抽出ストップ弁の
ない圧縮機の場合は、冷媒をすべて抽出してください。冷媒は
放出せず、適切に廃棄してください︕ 
 
9.3 圧縮機の廃棄 

圧縮機からオイルを排出します。廃油は適切に処分してくだ
さい︕ 
現地の規制に従って、圧縮機は適切に処分してください︕ 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社 ビッツァー・ジャパン 
〒534-0024 大阪府大阪市都島区東野田町 1-10-13 

イマス M-1 ビル 2F 
Tel 06-6948-8592 // Fax 06-6948-8593 

www.bitzer.jp // info@bitzer.jp 
 

予告なく変更する場合があります// 80470908 // 10.2021 


